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コンプを対象とした大規模増殖場開発事業はt既に今別地区において調査 (昭和 47- 49年度実施 )

が完了し､昭和5輝 度から事業が実施されている｡

石持地区の事業構想は今別地区と同様な考え方であり､低利用砂傑地帯の開発をねらいとしている｡

この地区の調査期間は昭和 50- 51年度の2年間であるが､昨年度は､主として-生物および底質な

どの漁場環境調査 (地区の約 1/ 2の区域 )を行なうとともに_モデル施設などの試験施設を設置し､

施設の埋没状況や生物の付着状況などについて､若干の追跡調査を実施した｡ (昭和50年度大規模増殖

場開発事業調査報告書 下北 ･石持地区 育水増資料 S51-J%.8参照 )

本年度は､未調査区域の生物および底質調査､潮流調査などの漁場環境調査を行なうとともに､昨年

度および本年度に設置したモデル施設などの試験施設について､その埋没状況や生物の付着状況などを

調査した｡また､コンプ幼芽食害の問題から､キタムラサキウニの生態について調査を実施した｡

そして､ 2年間の調査結果を総合考察し､開発適地､開発方法などについて検討した｡

詳細は ｢大規模増殖場開発事業調査総合報告書 -石持地区一 青水増資料 S52-A6.8｣およ

び ｢大規模増殖場開発事業調査総合報告書 昭和52年度版 水産庁｣を参照されたい｡
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